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独立後の発辰途川玉1の近代化と都市化：1

　　　　　　　　　　東南アジアの事例
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印度其他の異なった民族，言語，宗教等によっ

て構成され，新しい国家建設を担う西欧化した

富める都市支配層と都市農村に亘って多数をし

める貧困層との間に経済及び文化的にギャップ

がありブーケ（J．H．　Boeke）の言う二重社会
　　　　　　　（2）
（Dual　Societies）をなしており政府は国民を

統一するものとして国家に対する忠誠心を醸成

することは困難であった。

　国家全体の統合を可能にするには系統発生的

な民族主義思想に結びついた官僚統制の中心，

金融経済の指令部，主要な教育文化の統合機関

の位置としてのプライメイト・シティが国家的

統合，国民的一致の中核としての役割をとるこ

とが必要であった。従ってプライメイト・シテ

ィには政治，経済，文化機能の充実のために権力

や富が集中し，多数の人口及び人材が集中した。

　プライメイト・シティに於ては其の統合機関

が構造を新たにし，規模を拡大し，数を増加し

て都市として急速に拡大していった。他方，国

家的な情報と新しい技術を伝達する中心として

地方都市も現われるが，交通通信手段，都市的

施設の未発達な状態では地方都市が逐行すべき

機能は限られているからプライメイト・シティ

に比較すれば其の成長は遥かに緩慢であった。

　東南アジアは1970年人口の8割が農村人口で

あって，ラテンアメリカやアフリカと共に世界

の最も都市化していない地域であった。戦後人

口爆発と言われる人口の急速な増加によって

1950年に17，000万であった東南アジアの人口は

1970年に28，　500万に増加し，都市的状況下に住

んでいる人口は此の間2，300万から7，700万に

増大したのみでなく，都市人口のより多くが大

都市に住むようになった。

　1930年50万であったジャカルタは1970年に

10倍の500万に，60万であったマニラは400万，

80万であったサイゴンーソロンは200万，シン

ガポールも200万となった。その増加はおびた
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だしいものであるから1980年代にはジャカルタ

は1，000万を有する都市となり，ホンコン，マ

ニラ，サイゴン，バンコックも500万以上の都
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
市になった。ブリース（Gerald　Breese）の研

究によると，現在の発展途上国の都市の拡大は

西欧の過去の都市の拡大時の都市の発展より早

く，現在の都市化の速度は言うまでも無く，先

進国より，発展途上国に於て遥かに急速であ

り，此れ程急速な都市化は歴史上前例をみない

ことである。東南アジアに於て都市化は急速に

進んでいるが，その殆どがプライメイト・シテ

ィの拡大によっているのであって，全体人口に

対する都市人口の割合は少なく，従って全体社
　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
会が都市化社会に変貌することは無い。

　都市化の過程に生ずる問題は最も早く都市化

した西欧の場合と，これにつづく日本及び最も

おくれて都市化した東南アジアとでは国際関係

及び社会変化の過程が著しく異なっている。

　都市化は西欧の歴史からみれば産業革命とと

もに急速化したことは言う迄もない。農業と交

通技術の改善を基礎に，先進国として貿易によ

る海外市場の開拓，後進国の植民地化を通じて

生産活動を活発化し，資本主義的生産様式と動

力による工場生産の発展を伴って，都市企業を

拡大増加し，人々は人口の自然増加率が高く，

所得の低い農村を離れて，多数の人口が新世界

に移住したり，或は人口増加率が低く所得の高

い都市に流入することによって都市の拡大を促

した。すなわち都市の人口増大は移動によるの

であった。この結果，農村では農地の保有を整

理統合し，資本主義化を進め，所得を上昇して

農村の側における人口過剰の問題を解決してい

った一方，都市では社会変化にともなう水や住

居の不足，不衛生，社会環境の悪化等の問題を

伴いながら資本の蓄積，技術の向上，所得の上

昇，都市生活環境の改善が逐次なされたから，こ

の都市化の過程は東南アジアや他の発展途上国
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が直面している問題に比較すれば円滑に都市，

農村双方の問題を解決して進むことが出来た。

　此の過程で国民社会全体の都市人口の割合を

20％から80％に増加し，農業人口は減少して全

体は都市化社会に化していった。先づ大都市は

求心力によって構成されるから，機関及び人口

は都市中心に近い程密度こく引きつけられ人口

を集中するが，企業の中心集中を要しない脱工

業化時代が近づくにつれて都市の機関や人口は

離心分散して，郊外化し全体は広大なメトロポ

リタンコミュニティを形成し，家族規模は縮少

して新たな都市生活様式を生んでいった。大都

市は中心の機能を減少し，周辺都市に機能を分

散し，社会全体が都市社会化するが，大都市の

拡大は鈍化し或は衰亡して来た。

　西欧に比して遅れて工業化した日本に於て

は，戦後の経済の急成長が起こる迄の永い歴史

に於て，農村に於ける耕地の狭少，技術の後進

性，低い生産性，低い投資及び高い人口増加率

に由来する相対的貧困が都市に人口を溢出し，

此等の人口は都市に於て主として第3次産業に

潜在的失業の状態で組入れられ，或は第2次産

業に入っても低賃銀を得て貧しい居住生活を強

いられて来た。しかし戦後の経済の目覚しい発

展につれて先づ都市に於ける能率のよい大企業

に対する政府の積極的な援助によって，日本に

とって有利な国際状勢を反映し貿易の拡大を伴

って経済の急速な拡大がはじまり，次で大多数

をなす中小企業に成長の波が及んで工業化によ

る急速な都市の拡大，向都離村による農村人口

の減少，農業の技術的進歩，機械化，地方産業

の発達による農外収入の増加を通して，都市農

村に亘る人口増加率の減少，国民所得の上昇，

居住生活の改善，中産階級化が進んで先進工業

国としての地位を得た。現在に於ては西欧と同

様に，農村人口の都市移動はもはや底をつきは

じめ，都市の拡大は鈍化してきた。
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　しかし東南アジアの発展途上諸国では，欧

米，次で日本で一般的であったような低所得職

業から高所得職業を求めての人口移動，多少の

ずれはあってもこれに応ずる都市産業の成長発

達，生活環境改善の形はあてはまらない。

　東南アジア諸国は独立後も植民地時代につく

られた先進工業国に結びついた産業構造をもっ

ており，先進工業国を統合中心として東南アジ

ア諸国は原料供給源としてモノカルチャーと言

われる特定の一次産業に特殊化され，国際市場

に低価格で輸出し，工業製品に関しては先進国

の高価格な供給に依存するのみでなく，文化的

にも依存している。植民帝国に依って建設され

た唯一の大都市としての港湾都市の経済機能

は，先進国への原料の輸出地，先進工業国の製

品の輸入地であって，増大する人口に応じて自

らを工業化することは出来なかった。従って先

進工業国が過去に経験したように都市工業が農

村人口を吸収する形はとれなかった。

　東南アジアに於ける都市人口の急速な膨脹の

原因は，農村から都市への人口移動によるのみ

でなく，伝統的な農村家族では無賃の労働力と

して，また都市，農村両者で老後の生活安定の

ために子供の多いことを望むため，国全体の人

口の一般的増加によるのである。東南アジアで

は都市の出生率は農村と余り変りないのみでな

く，高かった死亡率は衛生状態の改善につれて

低下した。現在家族計画が進められているが其

の効果の現われるには少なくも一世代を要す

る。また東南アジアは西欧と異なって人口問題

の解決を海外に求めることが出来ず国内で解決
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独立後’7）　．．　J：　」＿上国のt代1ピと都市1ヒ：1　　　　東南アシアの’、　．　　　　　－57－

口たれ，また政ぽのII－「川丁司’口，再じll莞計口が急、

速に＿ん二いJLIこめ，下」［，：㍉ノコご余伝なくさ

れ、，…；∫パの、’；．．1び口（，：、、，名［三，・：ニミ〈，非人

、、瓢～なil係が一1ミゴにごっていろのてあって，

凡ての．誕寵アジ＝’　’っ一ライメイト・シティの下

　　　　　　　　　　　　　　　ココ
1’ のに」．．つ，，　，i：．一・こ一∴⊃『．二117；いご

　2．途上国都市化の過程及び構造的亮徴と

　　問題

　以一ド．ン．〈二よ、∵口こプ1二三2t　，．．．」とを有す

JL　i．＿主上：⊃、∵＿・，・後如□たろ二．三をへ

て二⊃ように　　．．二ロニして；⊇くか．二1司ちこと

二，．．。い閃係ジむ．江乙＼及び、⊃了生体こして

のー i：市変こ；二，1二⊃二．三∵，：、．．．て㌧ろ，

　口，’：．二：∴㍑一］：二拘リず一・べ．1：＿口し得

る社ζ、⊃一∴．∴，こ「’市∵1．1㌧．［：灼三；：∵一つ設立

，」　，どC“’られ三二。

　コスい（W．W．　Rosいw）：」二変○す」L社会

を5つ・パ〈．．’二／1ーけて！二βご的社会からテイクオ

フ前⊃社会，テイクオフD．辻会，成∴へ前進す

ろ礼二，呉にに蚊1幽の祉会になうとして社会が

1二1紘IU社会からテイクオフの社会に．」すぞには

＿江⊃三力ニへ：し、「川会D「い二大．↑しミll「1費の社

　　　　　　　　　　　　　　　（］2）
会に到こす二こと一あるとしていろ。

　「支ノ）ティ71・フ‘乃二．L．”途．日ご5レつir．、．者夏文は

先進「レ．二⊥．○「しこに，1二三㌃え、良い社会

に到．＿す㌻に：ゴドプ巨：之．ご／t．－L’　IJsわねばなら1なと

す’：⊃一二㌻えろことにたったから巳く受け入

れられフこ．しかし此の見．．ニヨーロゾ・江会の

二二の．1から1戊さ㌻てll’　i：），．」上「：．これと

同一一一　・D　’Z’1二を＿むここ二IJ∫にとしていろ。

　ムーア（W川〕Crt　Mour）：1世界の㌃社会は

相互に只ごって1，・てt．v．　一　’三変動の；二程を通じて

次第に二Uつ㌧こ乞有ナろようになると主張す

る。人々⊃土活コー．E村生1：rから。1二市生〉こに変わ

ると，地1∴間o．1・口互依『1三関係をダ大し、r：，立の

状態にあった社会ち他と芸連の技r［Tを用い，共

迫の市±n．こ関わ1・1，共適の㌻え方をす三ように
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なり，社会の一般化，標準化の進む過程を通じ

て，社会集団はその変化に応じた構造と機能を

持つようになると言う。従って，従来社会によ

って異なっていた社会組織，社会関係，人格を

変じて発展方向及び其の構造に類似性を持つよ
　　　　　　　（13）
うになると言う。

　またライスマン（Leonard　Reisman）は都市

成長，工業化，中流階級，ナショナリズムの4

つの変数をとりあげて，その発展の過程によっ

て世界の諸国を4段階に分類し，最低の低開発

国から最高の大都市社会に至るまでの構造を記
　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
述し，都市発展の予測の手段とした。

　此等の諸説は何れも社会は一定の方向に変化

するとする単一路線の発展理論（Social　The－

ory　of　Linear　Change）であって，後進国は

先進国と同一の過程を進むのであり，各社会の

発展は程度の相異にあるとみている。即ち農業

社会は後進的であり，発展途上国の遅れは西欧

の合理化及び産業化を進める進化の過程であっ

て，歴史は西欧以外の社会が西欧化する過程で

あるとみて，各社会の持つ文化的相対性を認め

ていない。

　凡ゆる社会の変化を一定の方向に向けての変

化であり，其の過程は同一であるとみる見地に

は問題がある。社会変化の過程には，代表的に

は英国に例示されるように近代社会システムを

自らの社会の中から創出し内発的に発展した型

と，已存の文化の中に外在の近代システムを借

用することによって発展する型に区分し得る。

　私が已に発表した論文，東南アジアの土着の
　　（15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）

都市化，植民地体制下の都市化，戦後の独立後

の都市化の記述で明かにされたように，東南ア

ジアの社会は西欧と異なった伝統的文化と自然

的環境を有し，此れとの関連に於て外在の西欧

文化を植民地としての従属的立場から借用しつ

つ変化したのであった。此の型は同じ文化借用

でも日本のごとく系統発生的に自らの状況に対

No．6

応して外在の西欧の文化モデルを借用し，これ

を自国の文化の中に融合し，全体を統合してい

ったものとは構造が異なっている。

　此等社会の変化の過程と構造は重要な面で異

なっているから，社会変化に関しては単一路線

の社会発展の理論に代わって複数路線の社会発

展の理論（Social　Theory　of　Multilinear　Cha－

nge）を構成することが必要であると考える。
　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　フランク（Andr6　Gunder　Frank）の言によ

るまでもなく，東南アジア諸国は西欧の従属の

型をとって植民地として発展し，独立後も発展

途上国として先進工業国との間には産業構造や

輸出輸入の構造に不平等な相互関係にあるので

ある。世界の諸国の相互関係が強まる程，先進

国の発展途上国への影響は強まり，発展途上国

は国際社会で従属的な分業の位置をしめ，相対

的貧困の地位を脱し得ず，先進国との格差は広

がってゆく。ロストウ，ムーアやライスマンの

主張する過程はあっても，ポルテス（Alejandro
　　　　　　　　　　　　（18）
Portes）によるまでもなく，此等は重要な要素

を捨象し去っているのであって，発展途上国の

社会変化は，自然環境や文化の相異と共に，支

配と従属の型をとる分業の体系をなす国際秩序

の派生体（Sub－system）として理解することが

必要である。

　即ち先進国と発展途上国は歴史に於ける二つ

の異なった段階として理解するのではなくて，

各々は世界経済に統合された部分としてあるの

である。西欧の急速な経済成長は現在周辺地域

をなす発展途上国から資源を獲得し，製品を輸

出することなしにはあり得なかった。

　ペネット（Francisco　Benet）によれば，都

市の社会学的研究はミクロ的分析に終わらずよ

り広い理論的立場から考えることが必要となっ

ている。現代の都市は広い社会経済システムを

反映する派生体であるから，大きなシステムと

の関係を無視するときに研究は正当な道をはず
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実現してゆくことが必要であるが，現在成長し

つつある都市は相互に凝離（Segregate）した

集団よりなる複合社会であることを示して，国

民文化の出現に必要な心と社会を統合し秩序立

った社会経済秩序を形成してゆくには障碍とな

るものが多い。国民大衆から離隔する傾きのあ

る都市上層は都市及び国家を何のように指導し

てゆくことが可能であるか，また封鎖的な外国

人民族集団によって経済機能を支配されており

産業の発達の不充分な都市では土着民の円滑な

居住生活は可能ではない。

　此の様な複合的な社会の状況は植民時代の遺

物であるが，独立国となってもこれを克服する

ことは容易ではない。此の都市の複雑な社会

的，民族的，経済的区分は独立国家の首都とし

て国民文化の統合中心であり，新しい思想と制

度を全国に向かって伝播する首都としての役割

を果たすことを困難にする。従って独立と共に

古い植民地主義によって特色づけられた植民都

市は新しい国家の指導者達が新国家の首都とし

て不適当であると考えるのは当然であった。

　また首都移転の問題には，以上の社会構造上

の問題の他に，此等の都市の立地の歴史上の問

題がからんでいる。此れに関しマーフィ（R．

Murphey）の述べるところを要約すれば以下の

如くである。此等の都市は植民帝国の企業家達

が此等の国の輸出及び西欧諸国から此等の国へ

の商品の輸入に便な位置としての沿岸に建設し

た。此の位置は国の中心位置をはつれ独立国の

国政の中心であるよりも植民地としての西欧支

配の商業活動の中心であったから，余り西欧に

影響されず，また植民都市としての遺物に禍さ

れず系統発生的なイメージに従って独立国とし

ての国を創造するために，植民地化される以前

に中心であった位置に首都を移動する運動があ

った。

　しかし如何なる現代大都市も其の機能は地方
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的，国家的な行政，文化中心に限られるもので

はなく，新しい国家は経済的に西欧のみでなく

世界諸国との貿易に依存しており，将来も国の

発展のために相互関係を強め先進工業国の資本

や技術や知識や思想を導入しこれを自己の民族

文化と結びつけて同化しなければならない。植

民都市には既に発達した陸海空路の交通網が集

中して国内で最大の近接性を有し，商業組織を

有し，製造業もあり，また，政治文化的な機関

もある。民族主義的思想によって新しい秩序を

作るとする考え方は此の地を拠点として西欧か

ら導入されたものであり，此の地は経済と共に

思想及び制度変動の中心であった。此の地には

多数の人々が集中し，各国に於ける唯一の最大

の都市であり，大都市に随伴する多くの実際上

の利益があると共に，首都としての威信を持ち
　　　　　　　　　　　　（32）
得る唯一の都市でもあった。

　かくて幾多の問題はあっても，フィリッピン

では実質的にはマニラが依然首都であるが郊外

ケソン市に首都機能の一部を移し首都としたこ

とを除いて，植民地首都の利益が首都の移転を

思い止まらせた。都市に根づいたエリートが国

家の人々に共通の感情を持たせるという困難な

仕事を行うのは以前の植民地首都，現在の独立

国のプライメイト・シティとして全国及び国際

社会にも国の中で全国及び関係諸国に対し最大

の近接性を持つ首都に於てであった。

　東南アジアの首都は現実には此等の国に僅か

しか存在しない民族文化のイメージを作ると言

う或る意味で系統発生的な役割を担うことにな

る。従って此等の都市には新しい政治，経済，

文化の観念を広め，全体を新たな形態で秩序立

てる統合機関が建設され或は拡大集中した。

　系統発生的な価値を象徴するために多くの国

の首都の都心には巨費を投じて民族の政治文化

的伝統を代表する巨大な記念碑や建築物，博物

館，国の威信を示すために国際会議場，豪華な
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ホテルや国際運動競技場が建設された。

　国の建設指導者層は此の首都に集まった。構

造や思想に於て西欧の方式をとり入れた中央政

府の機関，多国籍の大企業，最高の教育機関，

国家的規模をもったマスメディアの機関を中核

として，政治，経済，文化に亘る中央集権的な

方式によって，首都とは著しく異なった土着の

文化と低い経済生活を持った地方小都市及び農

村を含んで統合が計られた。

　首都には国の主な政党や派閥の本部があり，

都市に基盤をもった軍人，政治家や外国の権力

によって支持された派閥が互に争って，首都を

支配し，此処で権力を築いた者が国家を支配す

るものと決められる。したがって多くの野心家

は頂上への道を求めて首都に上る。

　首都には各種教育機関が集中して，地方から

将来幹部たる可能性のあるものを集め，新しい

技術を教え，新しい国民の理論を広める使命感

を植付けて，地方に帰り，その普及に努めるこ

とをすすめたが，此等の民族主義的教育は西欧

の価値を基礎にした教育であり，首都に於ては

地方では得られない高い収入を得，文化，娯楽

に接する可能性があるので，西欧の教育を受け

とる地方に帰らず，都市的生活に引きつけられ
　　　　　　　　　（33）
て，首都に定着する。

　民族主義指導者の多くは植民都市で前の植民

地支配者の思想をうけついで教育をうけ，首都

の諸機関に関連して運動を行っているから，民

族運動の本質は首都に基礎を置いた運動であ

る。首都は教育的訓練の中心であり，国を支配

する為の政治経済文化機関の中心である。

　しかし首都を社会変動の中心とみ，その変化

の焦点を首都に置くことは，政府が限られた企

業家，中産階級，製造業者，上中の商人に依存

することになり，現在直面している最も重要な

問題の基礎となる大多数の農民の問題を等閑視

することになる。

No．6

　首都に於ける工業の発達は不充分で雇用の機

会が無いのに，首都は自然増及び農村からの人

口移動によって拡大し，窮貧層が増加し社会が

無政府状態に陥ることが恐れられているのは，

多数の人口を占める農村の貧困の故である。農

業の改革なしに農村の問題も首都の問題も解決

しない。農民の生活を改善し其の安定的な支持

なしに，植民帝国が行ったように軍の力に依存

して支配者が権力的に支配していけば，その権

力の行使の正当性は疑わしいものになる。発展

途上国に於て唯一の組織立った大集団は軍隊で

あることが軍人の独裁的支配を齎しやすい。

　系統発生的な理想と言っても，ラクイアン（A．

Laquian）が主張するように，東南アジアの諸

都市は偉大なる聖なる都市が土着都市化の時代

に演じた役割とはちがった，主に政治的な役割

に代ろうとしており，首都の上昇する政治的役

割は民族主義に依存せざるを得ない。首都のエ

リートは神権的な王と異なって，その権力は絶

対的ではないから，大衆の支持する思想によっ

て国民の統合を達成し，権力行使の正当性が承
　　　（34）

認されてはじめて新しい国家の諸計画を実施し

国家が寄生国家から産出国家に，都市は寄生都

市から産出都市に変化させ得るのであって，都

市の問題は都市自身のみに対する対策によって

解決し得るのではない。

　かくて首都は全国の統合的中心であって，問

題の解決には生産及び就業の場としての都市工

業の発展の必要性は言う迄も無いが，問題の主

要な根源は多数の人口を占める農村にある。農

業技術の進歩，農業組織の改革や，また農村の

過剰人口を吸収するために農村地方に労働集約

的な産業の建設を必要とし，都市農村を含む全

体の均衡ある発展の基礎に立ってはじめて大衆

に支持された国家の統合原理としての民族主義

の実現が可能となり，安定した政治が確立し，

国の発展を計る計画が円滑に行われて都市の問
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